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発刊にあたって 

 

 

25 年の歴史がある福岡県合同輸血療法委員会活動は、新型コロナウイルス感染拡大のため、令和２年度は集

会を自粛し、開催を取リ止めましたが、令和 3 年度は WEB 会議にて開催致しました。 

この間感染は終息すること無く、波状に続いています。そのような状況下で在宅訪問のニーズが高まり、在宅輸血をさ

れるクリニックの数も増加しています。そのため今年度は在宅輸血についての取り組みを厚生労働省の血液製剤使用適

正化方策調査研究事業に応募して採択されました。その内容を今年はウィズコロナでの集会として報告しました。 

また特別講演として長崎大学病院細胞療法部の長井一浩先生に「I&A 受審は医療機関に何をもたらすか？」をご

講演いただきました。会議には中～大規模施設からの皆様がご参加されており、そのような施設では日本輸血・細胞治

療学会の外部評価である I＆A の受審が望まれます。 

是非ご一読いただき、各医療機関で今後どのような対応が出来るのかについて、皆さまが考えていく契機にしていただ

ければと思います。 

また併せて今後の福岡県合同輸血療法委員会のあり方について、ご意見をいただければ幸いです。 
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                          福岡県合同輸血療法委員会を代表して 

福岡大学病院 輸血部長 熊川 みどり 
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